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論 文
内
容 要
旨
 視神経を介して中枢より網膜へ遠心性の支配が存在するや否やについては,視覚生埋学に於け
 る重要な課題の一つである。従来・視神経の中に網膜へ向う遠心性線維が存在すると云う,DOg-
 ieユ,Gajaユ以来の組織解剖学的所見と・その線維を介して網膜へ中枢性支配が及んでいるこ
 とを示唆する電気生理学的事実が多数報告されて来てレ{るが,これらの報告の中で,196コ年
 Jacob80n及びGe8tringが猫及び猿を用いて行なった実験に基(推論は最も決定的のよう
 に見える。その根拠とする所は,
ば
り
 て)視神経切断後immedia七elyに網膜活動電流(以下ERG.という)が増大する。
 2)Nembu七aエの如き中枢抑制剤はERGを増大させ,Strychinineの如き中枢興
 奮剤はERαを減少させる。また既に視神経を切断された動物に於いては,これらの薬物の効果
 が少ない。
 5)中脳網様体に頻数電気刺戟を加えればERGは減少し,刺戟を止めれば再び回復する。
 Jacobson等は,これらの事実は視神経の中にERGに対して抑制的に働らぐ遠心性の線
 維が存在することを仮定することによって一元的に説明されると主張している。最近,Ard.en
 等は除脳猫に於ける成績から,またBrindユey等はJaCObson等の実験を追試した結果か
 ら,夫たJaCObεon等の仮説を否定してい'るが,少ぐとも視神経を切断することによりERG
 のb波が増大する現象は,他の多くの研究者により報告されている。
 今回私は・家兎を用い・先ず視神経を切断する追試実験を行ない,視神経切断後ERGのb波
 が増大する現象を認め・更にその結果に基いて,切断視神経の眼球側断端に電気刺戟を加える実
 1さ、宥を行ない,既に祝卒中経切断により増大しているERGのb波が電気刺戟により減少し,それを
 中止すれば再び回復することを認めた。
 第一の実験に於いては視神経を切断する方法を詳しぐ吟味し,JaCOb80n等が行なった
 ような頭蓋内で視神経交叉より末梢側で切断する方法及び佐藤,小川・三田等が行なったような
 眼萬内で眼球σ)後方で切断する方法の二つについて,夫々鋭に切断する場合と鈍に圧迫する場合
 とを比較しながら検討した。あらかじめ予備実験により・手術的侵襲のERGに及ぼす影酵を避
 けるために・視神経露出手術即ち直ちに視神経を切断或いは圧迫出来る前までの手術を行ない・
 約2時間ERG・が一定になるまで放置した後に視神経を切断或いは圧迫することにした。また視
 神経を切断した際に反対側の健眼のERGに多少とも影響を及ぼすことが認められたので,両眼
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 の.ERGの変動の比較でなぐ.,一眼について視神経切断前と切断後のERGの変動を比較するこ
 とにした。第一の実験に於いて得られた結果は次のように要約される。'
 コ)血管損傷を与えない限り,視神経を切断或いは圧迫すれぱ・ERσのb波振幅は確実に増
 大する。
 2)視神経切断群と圧迫群の比較では・ERGのb波の増大は前者が後者に比し著明である・
 5)頭蓋内或いは眼鵠内と云う視神経侵襲部位による差は著明でない。
 以上の如ぐ,視神経切断によりERGは確実に増大したカ㍉その機序解明の点'では未だ資料に
 とぼしく,Jacob80n等の仮説を積極的に肯定或いは否定することが出来ないので,引続い
 て第二の実験を行なった。
 第二の実験に於いては,視神経を切断したERGの増大が見らんた際に,切断視神経の末梢側断
 端に頻数電気刺戟を加えることによって起るERGの変動を観察した。視神経の切断部位は直接
 網膜に影響を与える血管を損傷する危険性はあったが・手術操作の難易及び実験動物に与える全
 身的影響を考慮して,眼窩内眼球の後方で切断すること上し,切断後その眼球側断端に太さ0,5
 朋の銀線で作った電極を約5棚の間隔で装着し,1eOC/S,持続0.5msee,50～4G
 ▽01旬2～10分の電気刺戟を一与えた。この際JaCObson等が中脳網様体で行なった電気
 刺戟実験或いは他の研究者の非切断視神経を刺戟する実験の最も弱点と増えられる遠心性線維の
 みならず刺戟電流の滑走により他.の神経要素を刺戟するためのERGの変動は完全に除外された。
 第二の実験に於いて得られた結果は次のように要約される。
 1)血管損傷が少ない限り,視神経を切断すれぱ,ERGのb波振幅は確実に増大する。
 2)電気刺戟を加えれば増大したERGのb波は次第に減少し,刺戟を中止すれぱ再び緩やか
 に回復する。
 5)電気刺牒により減少したERa'のb波が刺戟の中止により回復する過程は,電気刺戟の回
 数が多い程・その時間が長い程,より緩やかで長時間を要する傾向がある。
 4)血管損傷のERGに及ぼす影響は非常に大きく・場合によっては視神経切断或いは電気刺
 i裁[てよる影響よりも甚だしレ、。
 電気刺戟によるFRGへの影響は,電気刺戟直接の影響に塞ぐ網膜徳環の変化によるERGの
 変動を完全に否定出来ないけれども,視神経切断により失なわれた遠心性の影響を人工的に再び
 与えた結果を示すものと考えることも可能であり,Jacob60n等の仮説K一歩近づいたもの
 と思われるが,今後更に検討する余地はな齢残されている。
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 審査結集の要旨
 視神経切断後に網膜活動電流(ERG)が却って増大する事実は,一部の解剖学的所舞.その勉の
 諸現象と共に,中枢から視神経を介して網膜に達する遠心性支配が存するとZ)説Z)有力な基礎とな
 っている。しかし,一方にこZ)説を否定する実験も報告されている。
 薯嶺はこれらの不一致が実験手技の如何にも影響されるもZ)と考え扉見神経切断に関する条件を
 詳細に吟味することによって,これら諸語を比軸検討しようと試みた。
 まず最初に,JaeObson算に従い,頭蓋内で視軸郷交叉より末梢で切断する法,次に佐藤等
 のように眼窩内で眼球後方で切断する法を選び,これらZ)場合に鋭に切断する方法と鈍に圧迫する
 法とを比較した。そZ)結果,細心の注意により妊"管損傷を与えないようにすれげ,視神緯を切断ま
 たは圧迫することによりEBGZ)B波振幅は確実に増大し・しかも・切断する場合Z)方が増大が著
 しいことが認められ,前記の凋神経切断部位の如何はさほど影響しないことが分つた。
 次に,視神経切断によってB波振臨の増大が鼻,られたものに,視神経の末梢断端を電流(3n～
 4nv,1∩qe/s,持続05nlsnθ,2～1∩m)によって刺軸し,次z)成績を得た。即ち,
 蝦気刺戟によって増大'した13波は次第に減少し,刺蛾を中.歯すれば唐び繹やかに回復する。
 また,この回復凋秤は嶺黛刺戟Z)回数が多ぐ,その時間が長いほど繹かになり,かつ長時間を要
 するのが認められた。かつ,これらの実験にむいて1血管損傷Z)ERGに及擢す影響は著しく吹き
 ぐ,場合によつて紅ヒ視ネFl軽切断や電%刺戟よりも著明なことが分つたので,ERG実験における実
 験手技D基礎条件として曲管槍傷を特に重視しなければ友らず・またそれの客実験例に対する影響
 が確認された。
 よって・本論文は学位授与に値するものと認める。
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